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酵素の油脂分解への応用耐摩耗性　　　No.98022
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概要

油脂は脂肪酸とグリセリンからなり、工業

用材料に幅広く利用されています。現在、油

脂の加水分解による脂肪酸とグリセリンの

製造には、コルゲート・エメリー法と呼ばれ

る高温・高圧（２５０℃、５５気圧）の蒸気

を接触させる方法が用いられていますが、酸

化による劣化のため脂肪酸やグリセリンに

着色や臭いが発生するという厄介な問題を

抱えています。近年、地球環境保全面ならび

に省エネルギーの必要性が認識されるに伴

い、常温・常圧あるいはそれに近い温和な条

件で分解する、酵素による油脂分解が注目さ

れています。油脂分解酵素（リパーゼ）によ

る油脂の分解は、表１で示すように、従来法

に比べて多くのメリットがありますが、リパ

ーゼを実際に用いるには、リパーゼに基質特

表１　酵素反応と化学反応の比較

酵素反応 化学反応

反応条件 常温・常圧 高温・高圧

溶媒 主に水 水・有機溶媒

反応特異性 高い 副反応あり

反応生成物 生物的 非生物的

基質特異性

　構造特異性 高い 低い

　立体特異性 高い 低い

反応物濃度 低い 高い

異性があるため、それぞれの基質（油脂）に

適したリパーゼを選択しなければなりませ

ん。

　このため当研究所では、ヒマシ油を効率良

く加水分解するリパーゼを分泌する微生物

の開発を行いました。ここでは、その微生物

が分泌するリパーゼによる、ヒマシ油の加水

分解について説明します。

ヒマシ油について

　ヒマシ油は、図１で示すように、９位に二

重結合と１２位にＯＨ基を持つリシノール

酸が主成分である油脂です。

　　　　図１　リシノール酸の構造

　ヒマシ油は、分子内にＯＨ基を有すること

から他の油脂とは異なった性質を持ち、ポリ

ウレタン、ポリアミドなどの原料に利用され

たり、化粧品の基材として工業分野に幅広く

利用されています。また、リシノール酸は、

ポリエステル、ポリアミドの二塩基酸の原料

や殺菌剤、合成香料、食品用乳化剤の原料と

しても有用です。

酵素の生産について

　リパーゼ生産菌として、新たに分離した

Pseudomonas sp.f-B-24を用いました。酵素
は本菌を２％オリーブ油、４％ポリペプトン、

0.1％リン酸一カリウム、0.02％硫酸マグネシ
ウム、0.05％酵母エキス、0.1％塩化ナトリウ
ムの培地で培養し、硫安塩析後、各種クロマ

トグラフィで精製したものを使用しました。

市販酵素との比較について

当研究所で開発した酵素が、ヒマシ油に対

して効率良く作用するかどうかを、市販酵素

と比較したところ、表２に示すように、市販

酵素よりも高い分解活性を持っていること

がわかります。



表２　ヒマシ油の加水分解率の比較

給  源 加水分解率

Pseudomonas sp.f-B-24 ８０％

Pseudomonas sp. ３３％

Pseudomonas sp. ３３％

Aspergillus nigar ４９％

Candida cylindracea ４８％

Mucor javanicus ６９％

Rhizopus japonicus ５２％

Rhizopus delemar ３０％

Porcine pancrease ４８％

酵素反応について

　ヒマシ油の加水分解に影響を及ぼす因子

として、反応組成、反応温度、酵素濃度、添

加剤、有機溶媒など種々ありますが、ここで

は反応温度と酵素濃度の影響について説明

します。

１．反応温度の影響について

　ヒマシ油の加水分解率に及ぼす反応温度

の影響は図２に示すように、加水分解率は、

４０℃の時に最も高い値になります。

この結果から、この酵素は常温付近で最も

加水分解活性が高いことがわかります。

２．酵素濃度の影響について

　ヒマシ油の加水分解率に及ぼすリパーゼ

濃度の影響は図３に示すように、リパーゼ濃

度が高くなるほど分解率は高くなり、１４０

Ｕで最も高い８２％の加水分解率を示しま

す。

この結果から、ヒマシ油分解における最適酵

素濃度が１４０Ｕであることがわかります。

　以上のように、ヒマシ油を例にとり、リパ

ーゼによる油脂分解の結果が示すように、充

分油脂分解へのリパーゼの利用は可能だと

考えられます。

用途

　リパーゼは、ここで述べたように油脂の加

水分解による脂肪酸の製造のみならず油脂

のエステル交換による機能性油脂製造への

利用、さらに医薬品、液晶などに使われてい

る光学活性体の合成など、有機化学合成法の

みでは困難なファインケミカルの分野で、幅

広い利用が期待されています。
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